
（夢・感動・絆）

「誇れる学校づくり」
我が「ふるさと」大花羽

卒業に向かって，担任の先生が・・・
子どもたちが立派に成長したうれしさと手を離れていく寂しさで複雑な気持ちで胸がいっぱ
いです。４月に進級してから、朝の元気なあいさつから１日の学校生活が始まり、また元気に
会おうとハイタッチで終わる１日。何気ない普通の１日１日が「輝く宝物」の毎日でした。子
どもたちの友達や下級生に優しく手をさしのべる姿，どんなことにも前向きに一生懸命に取り
組む姿勢，夢いっぱいに語る姿など，担任の私が子供たちから多くのことを学び，温かくうれ
しい気持ちになり，元気や勇気をいただく毎日でした。６年生のみんなと出会い，共に時を過
ごすことができたことに感謝しています。

６年生のみなさん，「あこがれ，愛される６年生」「伝説にのこる すてきな６年生」です。
よく学び，よく遊び，よく運動し，立派に成長しました。みんなは私の「誇り」です。胸をは
って中学校に送り出すことができます。これからの人生，どんな時でも，みんな，大丈夫です。
自信をもって，自分らしく，ゆっくりでいい一歩一歩，大切に歩んでいってください。そして
自分らしく幸せを手にしていってください。いつでも，どんなときでも，どこにいても，応援
しています。


